
東京都人権プラザ分館の評価委員会による二次評

○評価結果

評価基準：次の４段階で評価

・「Ｓ」 …管理運営が優良であり、特筆すべき実績・成果が認められた施

・「Ａ+」 …管理運営が良好であり、管理運営に係る様々な点で優れた取組

・「Ａ」 …管理運営が良好であった施設

・「Ｂ」 …管理運営の一部において良好ではない点が認められた施設

項 目 評 価 内 容

二次評価 Ａ

管理状況 ・ 老朽化が進行している施設について、必要な設備

故なく管理している。

・ 関連施設との連携として、人権プラザの団体見学

て、周辺地域のフィールドワークの要望があった場

革産業資料館などの関連施設をコースに組み込んで

・ 地域との連携として、夏休み子ども映画会、子供

ラザで開催し、近隣の児童館や小中学校に開催案内

聞折り込みを利用して人権プラザ周辺の地域住民へ

・ 他機関との連携として、28 年度初の試みとなる

連絡会加盟企業の施設を利用しての啓発活動の場を

事業効果 ・ 企画展第Ⅰ期「読む人権 じんけんのほん 世界

では、「多文化共生」をテーマに取り上げ、多文化

を集めて展示し、来場者の関心を喚起して認識を深

なるよう工夫している。

・ 「クローズアップ人権」コーナーを「いのちをつ

自殺対策」に更新するとともに、関連した都民講座

世代へ生きる支援を-」を開催し、展示との相乗効

理解の深化を図っている。

・ 子供人権教室として、夏休み中を実施時期にする

究の題材として、活用できる子供向けプログラムを

・ 団体見学・視察に対し、専門員による解説等を実

る。

その他 人権プラザの移転を実現するための適切な準備・

２館体制の円滑な運営を実施した。
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